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内    閣    府 

政策統括官（科学技術政策・イノベーション担当）      

遺伝子組換え技術に関する意識調査結果について 

 

  

１．調査の目的 
 遺伝子組換え技術など、新しいバイオテクノロジーの推進には、国民理解を得な
がら研究開発を行っていくことが不可欠である。本調査では、遺伝子組換え技術に
関する国民理解を深める上で、どのような情報発信をすべきかについて検討するた
めの基礎資料を得ることを目的とし、教育や消費者に関わる情報に深く関係する学
校教員、研究者、地方自治体、メディア関係者に対して意識調査を行った。 

 
２．調査事項 

（１）遺伝子組換え技術、作物、食品等に関する理解状況 
（２）遺伝子組換え技術、作物、食品等に関する情報源および情報充足度 
（３）遺伝子組換え研究を推進するべき分野 
（４）遺伝子組換え作物や食品の普及に対する意識 
（５）環境問題の認識と遺伝子組換え作物・食品に関わる認識の関連性 

 
３．調査方法 

郵送による無記名調査 
 
４．調査対象と有効回答数 

（１）中学校・高校の教員 （８０００名を抽出して調査依頼） 
４０８０名から回答（回収率５１％） 

（２）大学教官及び研究者 （８００名を抽出して調査依頼） 
２４４名から回答（回収率３１％） 

（３）自治体関係者 （２８２名を抽出して調査依頼） 
１９７名から回答（回収率７０％） 

（４）マスコミ関係者 （１１０名を抽出して調査依頼） 
３６名から回答（回収率３３％） 

 
５．調査期間 平成２０年１月～３月 
 
 

 

 

 

 標記調査結果の概要について、別添のとおり公表します。 

（問い合わせ先） 

内閣府政策統括官（科学技術政策・イノベーション担当）付 

参事官（ライフサイエンス担当）付         鬼頭、亀田 

      電話：０３－３５８１－９２６７ 

      ＦＡＸ：０３－３５８１－９９６９ 

 
















